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『深い河』は遠藤周作の最後の小説で、1993年、講談社から出版されたものである。

この小説は、それぞれ辛い過去を背負っている日本人の観光客がインドへのツアーに

参加するという、インドが舞台になっている。作品の前半において、それぞれ登場人

物――磯辺、美津子、大津、沼田、木口――の過去が描かれている。大津を除いて、

他の登場人物の過去がそれぞれの「場合」という形になっており、小説の後半では、

彼らはインドへのツアーの形で結び付く。そこには、ツアーの添乗員の江波も登場す

る。そのツアーの中で、インドの聖地ヴァーラーナスィとヒンドゥー教の女神チャー

ムンダーが登場する。 

本博士論文は、この遠藤周作の『深い河』を取り上げ、インドの聖地およびヒンドゥ

ー教の女神チャームンダーを通して、日本人の死生観を多角的な視点から明らかにす

るものである。『深い河』の先行研究では、既に「転生・復活」、「善・悪」、「愛」、「作

者のキリスト教観」の観点から分析がなされている。しかし、本作品中の後半に見ら

れるインドやヒンドゥー教もしくはヒンドゥー教徒に焦点を当てたものや、それらを

踏まえて比較し、日本人の死生観を浮き彫りにするような分析はなく、ヒンドゥー教

の女神であるチャームンダーが本来持っているイメージの考察もなされていない。本

博士論文は、先行研究で分析がなされた観点を踏まえながらも、小説に出てくるこの

聖地ヴァーラーナスィや女神チャームンダーに見られるヒンドゥー教徒の死生観に焦

点を当てつつ、それの本来のイメージ、そしてそれを登場人物である日本人の側、ひ

いては遠藤周作自身がどのように解釈し受け入れているか、そこにどのような特色が

みられるか、について考察、分析したものである。 

まず、本作品において、それぞれ登場人物を中心にした死生観について何が問題視さ

れているのか、ということを考察する。次に、この小説の中のヒンドゥー教の女神チ

ャームンダーの捉え方が、作者の死生観、あるいは、日本人の死生観を反映したも

の、と考えられるので、それを考察しながら、この女神に対する遠藤の理解の程度に

ついて検討する。最後に、作者の宗教観を考察して、『深い河』に見られる日本人の死

生観を明らかにする。 


